
No 事業名 団体名 エリア 事業概要

1
職員及びご利⽤者のためのオンラ
イン化事業

佐賀県地域共生ステーション
連絡会

佐賀県

当会は、従来より誰もが地域でいつまでも「自分らしく暮らし続ける」ことを支援し、地域福祉に寄与することを実施しております。本事業を通じて、ウィ
ズ・コロナにおける地域で孤⽴化する可能性が⾼い⽅々を、ITと相対のハイブリッドで支え、更にはアフターコロナにむけた新しい地域の支え愛体制の下地
作りを⾏う。具体的には、①新しい生活様式への対応するために、職員の資質アップを図り、ウィズコロナにおける地域福祉への継続研修体制を佐賀県全域
にひく。②ITと相対のハイブリッド型の新しい地域支援モデルの検討、調査、実証実験を⾏いアフターコロナに備える。③これらのナレッジを、リアルタイ

ムに共有し、会員間の情報交換・発信を強固にするための環境整備を実施する。

2
介護施設における外国人雇⽤につ
いて新しい生活様式を取り入れた
居住環境整備事業

特定非営利活動法人 市⺠生
活支援センターふくしの家

佐賀県
申請事業は、本会の⾼齢者施設で雇⽤する外国人に、コロナ禍に配慮した新しい生活様式実現のため、安心安全な住まいを提供することを目的とし、施設内
にある住居部分や共⽤部分の間取り等を改修する事業とする。

3
感染症予防および感染拡大防止対
策事業

特定非営利活動法人ひまわり 佐賀県 相部屋中心の⺠家型宅⽼所を⼀部増築により個室を作り、衛生管理区域の確保を目的とする。

4
新しい生活様式に合せた「買物・
食事」事業

九州ケータリング協会 佐賀県
すでにテストトライアルを実施している１０施設への本格提供を中心に、新しい生活様式にあわせた⼜、⾼齢者の満⾜度が⾼いサービスを、構築していきた
いと思います。その上で、その施設の職員と、周辺に居住する⾼齢者宅への提供を実施し、地域における成功モデルを構築する予定です。構築後は、佐賀県
内全域にエリアごとに、同様の提供を実施していく予定です。

5
地域に密着した訪問型生活支援事
業

有限会社 ＭＩＤＯＲＩ 佐賀県

新型コロナウイルス対応緊急支援に対して、訪問型サービスとオンライン（電話・タブレット）サービスを融合させた「地域に密着した生活支援事業」であ
る。地域の自治会・公⺠館⾏事の中止により、⾼齢者は外出の自粛による閉じこもり状態で、人と会わない・話さない、生活環境から不安な状態が続いてい
る。福祉施設で感染が発生すると、利⽤者もデイサービスに通えなくなるのではという不安がある。新型コロナウイルス感染症拡大により、訪問型・オンラ
インによる⾒守りサービスや健康状況の把握、生活支援が必須となる。対象者の精神的ストレスの回避や⾝体の運動機能・認知機能の低下を防ぎ、支援によ
る生活機能の維持向上を目指す

6
⾼齢者・障がい者の受入環境構築
事業

株式会社いつくし 佐賀県
地域内で生活する独居の⾼齢者・障がい者、同居家族が就業の必要があり⽇中の支援が必要な⾼齢者・障がい者の⽅に向け、感染症罹患のリスクを軽減しな
がら⼗分な介護保険サービス・⾝元引受サービス、住宅型有料⽼人ホームの入居による介助を提供し安全な生活の維持を⾏うため、オンライン環境を利⽤
し、遠隔で職員が⾒守りを⾏い管理者が指⽰を⾏えるように体制を整え、職員と利⽤者が直接接する機会を減らした上で運営を継続していく。

7
感染対策を重視した避難所でのリ
ハビリ支援

特定非営利活動法人 ナガサ
キリハビリテーションネット
ワーク

⻑崎県

2019年から新型コロナウィルス感染症が全世界で猛威を振るう中、今災害が起こった場合⼀次避難所はその特性上、人が急激に密集せざるを得ない環境に
ある。その為これからの新しい避難所は、3密の回避や今まで以上の感染予防対策を講じると共に、感染疑い者を隔離しつつ介護予防対策を講じる必要があ
る。これを実⾏するためには感染予防に関わる物品の備蓄と使⽤⽅法の訓練も必須となる。これら⼀連のことを⾏うことで、住⺠や避難者も主体的に⾏動
し、障害児・者や⾼齢者、⽇本語が堪能でない外国人など災害弱者、避難弱者への安心・安全な避難環境を提供し、災害関連死ゼロを目標にすべてのリソー
スが機能するように準備したい。
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8
⻑崎発信型在住外国人支援プロ
ジェクト

NPO法人Treasures of The
Planet

⻑崎県
⻑崎市在住外国人たちを対象にインターネット・アンケートや、⾯談インタビューを実施し、新型コロナ感染症の広がりにより、⻑崎市在住外国人たちが具
体的にどのような問題に直⾯しているか、生の声を集める。アンケート結果と問題解決⽅法をまとめた多国語対応ウェブサイトを制作し、運営・管理を⾏
う。

9
外国人住⺠に対する多⾔語情報提
供事業

公益財団法人佐賀県国際交流
協会

佐賀県

今回の事業においては、新型コロナウイルス感染症に関する様々な情報や⼿続き等に関し、外国人住⺠が直⾯している⾔語⾯での課題に対して、⺟語よる情
報提供や相談対応に関する環境整備を⾏います。特に、当法人では対応できないベトナム語、インドネシア語、タガログ語、ネパール語について⺟語で対応
できる環境整備を⾏うことにより、既に対応可能な英語、中国語、韓国語と合わせ、佐賀県内に在住する外国人の約90％に対応することが可能になりま
す。
さらに、情報提供担当者が国際交流プラザにおいて⺟語で対応することにより、対人コミュニケーションの機会を提供し、孤⽴化への対策も⾏います。

10 少数⾔語による災害情報発信事業
⼀般社団法人ユニバーサル人
材開発研究所

佐賀県
現在、タイ人グループである「サワディー佐賀」では、コロナウイルス感染症に関する情報や⾏政の支援などを、タイ語で発信しており、その仕組みをミャ
ンマーとスリランカに横展開することが重要である。そのため、サワディー佐賀のノウハウを⽤い、両国のグループをつくる。

11
ひとり親家族のハピネスライフプ
ロデュース

⼀般社団法人ディーセント
ワーク・ライフプランプロ
デュース協会

佐賀県
佐賀県内のひとり親家庭（主に⺟⼦家庭）を対象に、新型コロナウイルス感染症により収入減を余儀なくされ、余裕がなくなっている生活に寄り添いサポー
トしていくことを目的とし、当協会会員講師による、親⼦で学べ、楽しめる講座やワークショップを開催する。その活動を通して、ひとり親が仕事と⼦育て
を両⽴しながら経済的に自⽴するとともに、ひとり親家庭の⼦どもが心⾝ともに健やかに成⻑できるような環境づくりを⾏う。


